
い
ま
す
・
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど
の

声
を
か
け
る
こ
と
が
、
一
日
の
楽

し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
学
校
目
標
に
「
思
・
誠
・
愛
」

を
掲
げ
、「
生
徒
も
教
師
も
成
長

し
合
え
る
学
校
」
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
授
業

で
は
四
グ
ル
ー
プ
で
学
び
合
う
場

を
設
定
し
、
本
気
で
取
り
組
む
全

校
合
唱
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
鉢
盛
中
の
よ
き
伝
統
を
よ
り

発
展
で
き
る
よ
う「
笑
顔
」と「
和
」

を
大
切
に
日
々
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
も
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
方

の
一
層
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

①
生
ま
れ
は
長
野

市
松
代
町
で
す
が
、

あ
ん
ず
の
里
、
千

曲
市
に
居
を
構
え

ま
し
た
。
今
は
単
身
赴
任
中
で
す
。

②
今
ま
で
過
ご
し
た
地
域
が
、
ど

こ
も
山
に
囲
ま
れ
た
地
域
だ
っ
た

の
で
、
広
大
な
畑
に
驚
い
て
い
ま

す
。
道
で
出
会
う
子
ど
も
た
ち
が

気
持
ち
よ
い
挨
拶
を
し
て
く
れ
て
、

広
い
大
地
と
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

健
や
か
に
成
長
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
多
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

③
温
泉
旅
行
が
好
き
で
す
。
最
近

は
北
陸
に
は
ま
っ
て
い
て
、
先
日
、

朝
ド
ラ
の
ロ
ケ
地
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

④
多
く
の
人
か
ら
、「
こ
の
学
校

は
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
」
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援

を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
に
開

か
れ
た
、
地
域
と
と
も
に
生
き
る

学
校
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。①

生
ま
れ
は
上
田

市
で
す
が
、
塩
尻

市
に
定
住
し
て
30

年
に
な
り
ま
す
。

②
休
み
に
な
る
と
ス
カ
イ
パ
ー
ク

で
歩
い
て
い
ま
す
の
で
、
元
々
と

て
も
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

自
然
が
豊
か
で
、
畑
に
は
作
物
が

実
り
、
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
も
と
て
も
素
直
で
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

③
晴
れ
た
休
日
は
、
よ
く
歩
い
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
他
に

も
、
昨
年
辺
り
か
ら
諏
訪
湖
一
周

16
キ
ロ
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
歴
史
小
説
や
池
波
正

太
郎
の
時
代
小
説
が
好
き
で
、
よ

く
読
ん
で
い
ま
す
。

④
長
年
、
小
中
学
校
の
教
員
を
勤

め
、
塩
尻
市
教
育
委
員
会
に
も
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

目
指
し
職
員
心
ひ
と
つ
に
保
育
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
ん
な

人
に
も
優
し
く
挨
拶
も
し
っ
か

り
、
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
こ
と
も
願
っ
て

い
ま
す
。

①
松
本
市
旭
で
す
。

②
鉢
盛
中
の
生
徒

が
毎
年
今
井
地
区

の
農
家
で
り
ん
ご

の
摘
果
作
業
を
や
ら
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
私
も
以
前
、
菅
野
中

に
勤
務
し
て
い
た
頃
、
毎
年
摘
果

作
業
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
自

然
豊
か
で
お
い
し
い
り
ん
ご
が
で

き
る
地
区
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま

す
。

③
教
員
に
な
り
、
数
学
教
育
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
数
学
を

教
え
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
今
は
、
登
校
・
下
校
時
に
昇

降
口
で
生
徒
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ

	　
今
年
か
ら
Ｊ
１
で
奮
闘

し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
。
私
流
ち
ょ
っ

と
ゆ
る
～
い
観
戦
の
楽
し

み
方
を
ご
紹
介
▼
ま
ず
は

自
転
車
に
乗
っ
て
ス
タ
ジ

ア
ム
に
行
く
こ
と
。
日
頃
の
運
動

不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
少
し

速
度
を
出
し
て
往
復
。
帰
り
は
緩

や
か
な
上
り
坂
が
続
く
た
め
、
結

構
腿
に
き
つ
い
運
動
に
な
る
。
例

年
、
何
回
目
か
ら
は
何
と
か
無
休

憩
で
帰
り
着
け
る
が
▼
次
は
、
ス

タ
ジ
ア
ム
グ
ル
メ
。
Ｊ
１
に
昇
格

し
て
か
ら
は
、
メ
ニ
ュ
ー
が
少
し

変
わ
っ
た
。
基
本
的
に
は
軽
食
だ

が
、
焼
き
そ
ば
系
が
私
の
好
み
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、美
ヶ
原
の
山
々

が
夕
焼
け
に
染
ま
り
徐
々
に
闇
に

紛
れ
て
い
く
時
間
帯
に
、
飲
み
物

片
手
に
食
べ
な
が
ら
、
試
合
開
始

ま
で
ス
タ
ジ
ア
ム
の
盛
り
上
が
る

の
を
肌
で
感
じ
る
▼
試
合
が
始
ま

れ
ば
、
立
っ
た
り
座
っ
た
り
、
拍

手
を
し
た
り
、
時
折
声
を
上
げ
て

応
援
を
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
日
頃

の
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
な
る
。
で

も
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
選
手
を

た
た
え
、
自
分
に
ス
ト
レ
ス
を
た

め
な
い
の
が
山
雅
の
サ
ポ
ー
タ
ー

流
儀
▼
こ
ん
な
近
く
に
Ｊ
１
の

チ
ー
ム
が
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
専
用

ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
が
無

か
っ
た
方
に
も
、
観
戦
を
お
薦
め

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ・Ｎ
）

よ
う
こ
そ
今
井
へ
！

今
井
保
育
園
長 

高
橋 

章
子

鉢
盛
中
学
校
長  
湯
本 
武
司

松
本
養
護
学
校
長  

片
桐 

義
章

今
井
児
童
セ
ン
タ
ー

館
長

徳
嵩 

芳
人

本
年
4
月
、
人
事
異
動
に
よ
り
今
井
地
区
に
赴
任

さ
れ
ま
し
た
、
公
の
職
に
就
か
れ
て
い
る
方
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

①
出
身
地　
②
今
井
の
印
象　
③
趣
味
な
ど　
④
今
後
の
抱
負
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①
松
本
市
内
在
住

で
す
。

②
自
然
に
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で

元
気
い
っ
ぱ
い
の
可
愛
い
子
ど
も

た
ち
と
毎
日
生
活
す
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に

も
沢
山
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

人
と
人
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
や

温
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

③
料
理
や
お
菓
子
作
り
が
好
き
で

す
。
手
作
り
は
作
っ
た
人
の
気
持

ち
が
伝
わ
り
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
時
に
は

友
人
を
誘
っ
て
〝
お
も
て
な
し
〟

を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

花
を
鑑
賞
し
た
り
育
て
る
の
も

好
き
で
す
。
今
年
も
自
宅
の
庭
に

は
沢
山
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き

と
て
も
綺
麗
で
和
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

④
保
育
の
目
標
で
あ
る
「
元
気
で

明
る
く
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
を



　

昭
和
59
年
に
建
築
さ
れ
て
か
ら

築
30
年
を
経
過
し
、
施
設
の
老
朽

化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
27
年

度
に
「
大
規
模
改
修
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

工
事
期
間
の
予
定
は
、
６
月
末

か
ら
９
月
末
ま
で
に
西
館
を
。
10

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
東
館
を
工

事
し
て
、
平
成
28
年
４
月
の
新
装

オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

改
修
工
事
に
あ
た
り
、
平
成
26

年
３
月
に
、
今
井
地
区
全
戸
配
布

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
改
修
は
「
建
て
替
え
で

な
く
使
い
勝
手
の
向
上
」
と
し
、

屋
根
・
壁
の
塗
装
、
エ
ア
コ
ン
・

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
照
明
、
窓
ガ

ラ
ス
、
ト
イ
レ
な
ど
の
更
新
、
太

陽
光
発
電
導
入
を
前
提
と
し
て
、

利
用
い
た
だ
く
皆
さ
ん
の
要
望
を

伺
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
配

布
数
１
０
８
９
通
、
回
収
５
７
７

通
、
回
収
率
53
％
で
し
た
。

　

改
修
の
要
望
と
し
て
、
①
外
壁

や
内
壁
を
明
る
く
②
床
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
③
階
段
を
広
く
④
自
動

ド
ア
の
設
置
⑤
ト
イ
レ
の
狭
さ
と

段
差
の
解
消
⑥
洋
式
ト
イ
レ
に
⑦

２
階
に
ト
イ
レ
を
⑧
出
張
所
の
カ

ウ
ン
タ
ー
を
低
く
、
待
合
室
を
広

く
⑨
調
理
室
を
広
く
⑩
調
理
器
具

の
更
新
⑪
２
階
の
東
館
と
西
館
を

行
き
来
で
き
る
よ
う
に
⑫
図
書
室

を
明
る
く
⑬
子
ど
も
の
施
設
が
ほ

し
い
。
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
声
を
ふ
ま
え
、
公
民

館
５
部
門
委
員
や
利
用
団
体
代
表

の
皆
さ
ん
で
「
今
井
公
民
館
改
修

検
討
委
員
会
」
を
発
足
し
、
要
望

を
ま
と
め
、市
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
東
館
に
つ
い
て
…
①
玄
関
は

自
動
ド
ア
で
ス
ロ
ー
プ
が
つ
き
、

土
足
で
上
が
れ
ま
す
。
②
出
張

所
は
入
口
が
奥
に
な
り
ま
す
が
、

引
き
戸
に
な
り
、
待
合
室
も
広

く
な
り
ま
す
。
③
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
や
テ
レ
ビ
、
自
動
販
売
機

を
設
置
し
た
談
話
室
が
で
き
ま

す
。
④
調
理
室
は
器
具
が
新
調

さ
れ
ま
す
。
⑤
和
室
は
洋
室
に

変
わ
り
、
調
理
室
と
一
体
に
使

用
で
き
ま
す
。
⑥
１
階
の
ト
イ

レ
は
段
差
が
な
く
洋
式
に
、
２

階
に
ト
イ
レ
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
西
館
に
つ
い
て
…
①
１
階
の

ト
イ
レ
が
洋
式
に
、
２
階
に
ト
イ

レ
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
②
印
刷
機

を
図
書
室
に
移
動
し
ま
す
。
③
和

室
が
洋
室
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
号
の
２
面
「
住
民
が
自
ら

考
え
、
共
に
力
を
合
わ
せ
、
住
み

や
す
い
町
づ
く
り
」
の
16
行
目

の
記
事
、「
子
ど
も
育
成
会
事
業
」

は「
自
然
遊
び
で
元
気
っ
子
事
業
、

（
代
表
横
山
俊
彦
さ
ん
）」
で
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
致
し
ま

す
。

【
町
会
長
】

連
合
会
会
長
（
北
今
井
）

　
　
　
　
　
　

◎
＊
上
條　

幸
雄

連
合
会
副
会
長
（
東
耕
地
）

　
　
　
　
　
　

○
＊
倉
橋　

茂
実

　

上
新
田
町
会
長　
古
川　
　

直

　

堂　
村　
〃　
＊
村
上　

幸
成

　

中　
村　
〃　
　

田
中　

重
徳

　

中　
沢　
〃　
＊
横
山　

則
明

　

下
新
田　
〃　
＊
稲
垣　

茂
美

　

境
新
田　
〃　
＊
中
沢
今
朝
利

　

南
耕
地　
〃　
　

桃
井　

佐
門

　

西
耕
地　
〃　
　

清
澤　

直
也

　

北
耕
地　
〃　
　

三
村　

仙
市

　

野　
口　
〃　
　

櫻
井　
　

修

　

古　
池　
〃　
　

前
田　

広
幸

　

西　
原　
〃　
　

粟
津
原　

彰

　

公
園
西　
〃　
　

重
盛　
　

勲

（
＊
印
は
町
内
公
民
館
長
兼
務
）

【
町
内
公
民
館
長
】

館
長
会
会
長
（
北
耕
地
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
西
沢　

勝
巳

館
長
会
副
会
長
（
南
耕
地
）

　
　
　
　
　
　
　

○
平
林
喜
代
治

　

上
新
田
公
民
館
長　

上
條　

泰
正

　

中　
村　
〃　
　

藤
本　

圭
一

　

西
耕
地　
〃　
　

櫻
井　

康
裕

　

野　
口　
〃　
　

藤
田　

光
栄

　

古　
池　
〃　
　

大
槻　
　

均

　

西　
原　
〃　
　

瀬
戸　

久
敏

　

公
園
西　
〃　
　

吉
竹　

光
男

体
育
協
会
長　
　
　

溝
上
恭
一
郎

財
産
区
議
長　
　
　

武
居　

孝
治

開
発
・
空
港
対
策
委
員
長　
後
報

衛
生
協
議
会
長　
　

矢
嶋　
　

明

今
井
地
区
公
害
対
策
委
員
会
長　

矢
嶋　
　

明

【
民
生
児
童
委
員
協
議
会
】

会
長
（
上
新
田
・
堂
村
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
古
川　

義
郎

副
会
長
（
中
村
・
中
沢
・
下
新
田
）

　
　
　
　
　
　
　

○
原　
　

愛
子

　

境
新
田
・
東
耕
地　

中
澤　

東
二

　

南
耕
地
・
西
耕
地　

村
山　

悦
子

　

北
耕
地
・
北
今
井　

杉
山　

洋
子

　
野
口
・
古
池
・
西
原　
中
島　
　

親

　

公
園
西　
　
　
　

中
村
美
智
子

　
主
任
児
童
委
員　
清
澤
三
和
子

町
会
婦
人
部
長　
　

川
上　

磨
理

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
長　

橘　

ゆ
み
子

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
長　

桜
井　

幸
子

福
祉
ひ
ろ
ば
推
進
委
員
長　

倉
橋　

茂
実

今
井
福
祉
協
議
会
長　

上
條　

幸
雄

子
ど
も
会
育
成
会
長　

丸
山　

祐
介

消
防
団
第
20
分
団
長　

山
本　

浩
貴

交
通
安
全
協
会
支
部
長　

丸
山　

祐
介

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長　

上
條　

朝
雄

鉢
盛
中
学
校
今
井
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

治
紀

今
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

大
森　

将
嘉

今
井
保
育
園
保
護
者
会
長　

西
村　

里
香

今
井
小
学
校
長　
　

田
中　

哲
夫

鉢
盛
中
学
校
長　
　

湯
本　

武
司

県
立
松
本
養
護
学
校
長　

片
桐　

義
章

今
井
保
育
園
長　
　

高
橋　

章
子

今
井
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長　

徳
嵩　

芳
人

Ｊ
Ａ
今
井
支
所
長　
中
澤　

昌
功

今
井
道
の
駅
長　
　

犬
飼　

公
紀

鎖
川
土
地
改
良
区
理
事
長　

櫻
井　

利
彦

中
信
平
右
岸
土
地
改
良
区
副
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　

村
山　

誠
仁

◇
今
井
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長　
　

上
條　

博
文

　

セ
ン
タ
ー
職
員　
大
久
保
圭
司

　
　
　
〃　
　
　
　

桃
井
多
美
子

今
井
担
当
保
健
師　
上
杉　

章
子

◇
福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

松
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山
き
く
み

◇
今
井
公
民
館
関
係

公
民
館
長　
　
　
　

藤
澤　

康
雄

　

〃　
主
事　
　
　

今
井　
　

学

公
民
館
運
営
委
員
長　

西
沢　

勝
巳

図
書
視
聴
覚
委
員
長　

野
尻　
　

光

文
化
委
員
長　
　
　

櫻
井　

英
彰

体
育
委
員
長　
　
　

村
山　

和
男

館
報
編
集
委
員

　

丸
山　

寛
美　
　

野
口　

章　

　

古
池　

健
一　

◎
丸
山　

毅　

　

小
林　

幸
子　

○
櫻
井　

伸
彦

　

野
尻　

和
彦
（
兼
全
市
版
）

　

花
岡　

幸
子

網
掛
け
は
、
26
年
度
よ
り
の
留
任
者

◎
は
会
長
・
委
員
長
、
○
は
副
会
長
・
副
委
員
長

○
鉢
盛
中
学
校　
　
　

　
　
　

全
生
徒　
　
　

４
８
８
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　

98
名
）

　
　
　
　

27
年
度
入
学
１
４
６
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　

29
名
）

○
今
井
小
学
校

　
　
　

全
児
童　
　
　

１
６
７
名

　
　
　

27
年
度
入
学　
　
　

29
名

○
今
井
保
育
園

　
　
　

全
園
児　
　
　
　
　

76
名

　
　
　

27
年
度
入
園　
　
　

15
名

今
井
公
民
館
大
規
模
改
修
に
つ
い
て

前
号
に
お
け
る
訂
正
と
お
詫
び

平
成
27
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
27
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
27
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
27
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
27
年
度

4
月
入
園
・入
学
生
徒
数

平
成
27
年
度

4
月
入
園
・入
学
生
徒
数

平
成
27
年
度

4
月
入
園
・入
学
生
徒
数

平
成
27
年
度

4
月
入
園
・入
学
生
徒
数
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